
＜様式 6-5 学校教育活動支援事業成果報告書＞ 

【活動の主題】   高月小スポーツフェスティバル「月スポ」 

【学校名】  長浜市立高月小学校 

 

１ 本校の概要 

長浜市北部に位置する長浜市立高月小学校は、ヤン

マーの創始者山岡孫吉の生誕地であり、一昨年開校150

周年を迎えた歴史ある学校である。校区には国宝十一

面観音で有名な渡岸寺がある。また、日本電気硝子等

の大きな工場もある。今年度の児童数は、約 320 名、

学級数は14学級である。校区は広く、地区によっては、

40分以上歩いて登校している児童もいる。外遊びが好

きな児童が多く、休み時間は外や体育館、中庭やかた

らいの森で遊ぶ姿が多く見られるが、昨年度の新体力

テストの滋賀県と本校の結果を比較すると、全体的に

低い傾向にある。 

 

２ 助成申請の経緯 

 本校児童の強みは「まじめに物事に取り組む」「友だ

ちと仲良く活動する」といったことが挙げられる。し

かし、「自分で～しよう」といったところ（主体性）、友

だちとより高まろう（協働性）といったところに弱さ

がある。そこで、「自ら考え行動し、仲間と共に解決す

る子どもの育成」を学校教育目標とし、①真の学力（体

力）向上を図る～子ども自ら学び出す学ぶことが楽し

い学校～②児童の主体性を育む～自ら選択、自己決定

の場がある学校～を目指す。昨年度の新体力テストの

結果により、滋賀県と本校の結果を比較すると、全体

的に低い傾向にある。高月小スポーツフェスティバル

「つきスポ」を仕組み、運動の基礎となる各種運動を

提示し、自ら選択、自己決定の場をもたせ、子ども自ら

学び出し、学ぶことが楽しいと感得できるフェスティ

バルを子どもたちと創りあげるとともに運動の機会づ

くりや体力向上を目指したい。特に、表現運動におい

ては、そのよさを活かし、様々なリズムに合わせて用

具を使い、子どもたち自らが創りあげる表現運動の発

表の場と考えている。 

 

３ 取り組んだ内容 

（１）高月小スポーツフェスティバルでの表現運動 

高月小スポーツフェスティバル「月スポ」を仕組み、

運動の基礎となる各種運動を提示し、自ら選択、自己

決定の場をもたせ、子ども自ら学び出し、学ぶことが

楽しいと感得できるフェスティバルを子どもたちと創

りあげた。特に、表現運動においては、与えられた動き

をまねるだけでなく、テーマから創造を広げ、仲間と

対話しながら動きや用具を工夫する姿が見られた。当

日は、グループごとに個性あふれる作品を創り上げ、

発表することができた。表現運動は技能だけでなく、

感じる力・考える力・伝え合う力を育てる意義ある学

びとなった。その経験が子どもたちの自信となり、今

後の学びにつながるものと考える。 

その後も、体育科の表現運動を通して、そのよさを

活かし、様々なリズムに合わせて用具を使い、子ども

たち自らが創りあげる表現運動の発表の場を設け、活

用している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 活動の成果 

取組を通して、まず、主体性の高まりが見られた。用

具を使い自ら動きを考え、選択し創り上げていく姿が

増えた。また、話し合いの質も高まり、自らの考えを言

葉で伝えようとする姿勢が育った。次に、仲間との協

同性の向上も成果の一つである。互いを認め合いなが

ら自ら創り上げていく中で集団としてのまとまりも生

まれた。子ども自ら学び出し、学びが楽しいと感得す

る姿が見られ、大変ありがたく、喜んでおります。 


